
受注者選定における評価項目及び評価要領  

 

Ⅰ.評価項目・配点一覧表 

 

 評価項目 配点 

(１) 企画提案 
提案課題１ 30 

提案課題２ 30 

(２)        プレゼンテーション及びヒアリング 

人員配置体制・ 

設計チームの特徴 
20 

取組み方針、意欲 20 

コミュニケーション能力 20 

合 計 120 

 

Ⅱ.評価要領 

1. 目的 

 本要領は、「令和８年度 都市構造再編集中支援事業 リニア駅前広場交流施設(仮称)     

実施設計業務委託公募型プロポーザル実施要領」に定めるもののほか、プロポーザル審査に

おける優先交渉権者及び次点者を選定する事務に必要な事項について定めるものとする。 

 

2. 評価方法 

(１) 令和８年度 都市構造再編集中支援事業 リニア駅前広場交流施設(仮称)実施設計業

務委託公募型プロポーザル審査委員会(以下「審査委員会」という)は、本要領に基づい

てプロポーザル審査を行う。 

(２) プレゼンテーション終了後、応募者と審査委員会による意見交換の場を設けるものと

する。 

(３) プロポーザル審査においては、審査委員会が協議の上、(1)「企画提案」、(２)「プレゼ

ンテーション及びヒアリング」について本評価要領に基づき、各審査委員が評価シー

トにて評価を行う。 

(４) 合計点の１番多い者を優先交渉権者、２番目に多い者を次点者にそれぞれ選定する。 

尚、応募者が１者である場合もプロポーザルは成立するものとする。ただし、合計点が

満点の６０％に満たない場合は優先交渉権者に選定しない。 

 

 

 

 

 

 



3. 審査評価基準 

(１) 企画提案に対する評価【配点：60 点】 

① 提案課題 1【配点：30 点】 

「地域住民や結いの広場を訪れた人々の交流を促し一体的な賑わいを創出する取組み

について」 

＜主な評価の視点＞ 

広場との相乗効果でより魅力的な環境を整備し、人々の交流を促し一体的な賑わいを

創出する取組みに関する提案について、独創性・実現性に配慮されているか評価する。 

評価 不十分 やや不十分 普通 やや良好 良好 

独創性 １ 2.5 7.5 10 15 

実現性 １ 2.5 7.5 10 15 

 

② 提案課題２【配点：30 点】 

「地域の素材を活用した仕上げ方法の提案について」 

＜主な評価の視点＞ 

地域の素材を活用した仕上げ方法の提案について、独創性・実現性に配慮されている

か評価する。 

評価 不十分 やや不十分 普通 やや良好 良好 

独創性 １ 2.5 7.5 10 15 

実現性 １ 2.5 7.5 10 15 

(２) プレゼンテーション及びヒアリングに対する評価【配点：60 点】 

提案課題に対するプレゼンテーション及びヒアリングにおいて、人員配置体制・設計

チームの特徴・取組み方針が意欲的に示されているか、コミュニケーション能力は十

分かについて評価する。 

評価 不十分 やや不十分 普通 やや良好 良好 

人員配置体制・ 

設計チームの特徴 
1 5 10 15 20 

取組み方針、意欲 1 5 10 15 20 

コミュニケーション能力 1 5 10 15 20 

 

4. 優先交渉権者、次点者の選定 

(１) 審査の結果、評価点合計の最も高い者を優先交渉権者、次点の者を次点者とする。 

(２) 評価点合計１位の者が複数となった場合は、審査委員の投票方式により順位付けを行

う。評価点合計２位の者が複数となった場合も同様とする。 

 


